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バ
勲

　
　
つ

同
　
好
　
會
　
報

●
支
部
設
置
　
　
各
地
方
に
會
員
が
多
数
出
目
六
の
で
左
の
六
ケ
所
に
支
部

三
二
け
、
そ
れ
ぐ
支
部
幹
事
が
囑
凝
ぜ
ら
れ
れ

岡
山
支
部
（
十
一
月
ご
十
四
H
附
）

京
都
小
學
敏
員
支
部
（
十
二
月
ご
日
附
）

同
志
杜
支
部
（
十
二
月
ご
日
購
）

大
阪
支
部
（
十
二
月
八
B
附
）

憩
戸
支
部
（
十
二
月
八
日
附
）

蛾
…
南
丈
叡
…
（
十
二
月
八
日
附
）

支
部
幹
事

同同同同同同同

水
野

丙
　
山

海
老

古
賀

宮
森

渡
淺

千
里
民

　
新
民

恒
治
氏

和
吉
氏

作
造
氏

定
助
氏

吉
田
源
治
耶
氏

今
西
友
三
耶
氏

●
十
一
目
ハ
例
會
　
　
十
ご
月
ご
ヒ
八
日
午
後
一
時
、
京
都
大
學
物
理
學
敏
室

で
例
會
奄
開
い
た
。
例
に
よ
つ
て
多
数
の
會
員
其
他
來
會
左
の
講
演
が
あ
っ
れ
。

　
題
門
宇
宙
の
測
量
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
一
　
清
氏

　
講
演
後
，
直
ち
に
茶
器
會
に
移
り
、
山
本
幹
事
司
些
し
、
先
づ
會
の
経
管
方

針
に
關
す
る
協
議
あ
り
、
其
の
後
．
故
一
戸
直
藏
軽
士
の
小
戦
勉
古
川
氏
が
話

さ
れ
れ
。
そ
れ
か
ら
帥
戸
の
渡
蓬
定
助
氏
、
京
大
丈
科
の
白
井
頼
吉
氏
、
同
志

瀧
の
中
村
要
氏
、
大
阪
の
古
賀
和
吉
氏
、
伊
丹
の
津
田
雅
之
氏
じ
天
丈
肇
の
細

田
菊
太
郎
氏
等
の
五
分
流
誠
あ
り
。
　
大
攣
興
味
が
湧
い
て
日
浸
時
ま
で
愉
快
に

過
し
れ
。
午
後
五
時
散
曾
。

⑳
出
張
講
演
　
　
由
本
幹
轟
ほ
＋
ご
月
五
日
増
苗
菊
太
郎
氏
ご
共
に
大
阪
市

民
薄
物
舘
に
出
張
し
、
午
後
一
時
か
ら
左
の
講
演
た
・
し
れ

　
題
「
現
代
の
天
丈
學
レ

　
講
演
後
，
別
室
で
在
阪
會
負
諸
氏
ご
共
に
茶
話
曾
が
開
か
れ
、
大
阪
丈
郡
設

置
の
件
に
つ
い
で
相
談
す
。

●
同
志
吐
出
張
講
演
　
　
＋
二
月
九
日
山
本
幹
事
は
同
志
融
大
引
に
禺

張
、
左
の
如
く
、
第
二
同
講
演
か
な
で

　
題
「
北
趣
星
に
關
す
る
諸
問
題
」

④
旧
識
吟
行
　
＋
二
刀
＋
一
B
山
本
幹
事
は
滋
賀
縣
長
濱
町
に
旅
行
，
同

地
の
有
志
者
の
曾
合
に
列
し
て
左
の
講
演
な
な
す

　
題
「
宇
宙
ざ
人
雄
」

翌
十
二
口
同
縣
彦
根
町
に
行
き
、
郡
教
育
曾
の
圭
催
講
演
會
で

　
題
「
天
膣
の
槻
察
」

同
日
夕
方
大
津
市
在
住
の
同
好
曾
員
藤
井
善
助
氏
に
招
か
れ
て
、
　
同
氏
の
完
で

一
場
の
講
翻
な
試
み
、
　
同
時
に
藤
井
氏
所
看
の
六
吋
望
遽
鏡
を
以
っ
て
天
な
観

察
し
れ
。

0
天
文
學
漏
講
習
禽
目
　
　
鶴
報
の
如
く
京
都
市
第
一
山
口
見
舞
小
學
校
で
虫
ろ
十

二
月
十
六
目
か
ら
五
日
間
天
日
學
の
基
木
曹
長
潮
紅
の
れ
め
識
…
事
端
た
開
毒
よ

し
蓉
Q
課
題
に
山
本
氏
「
天
聡
の
位
簡
及
難
動
」
及
び
古
川
氏
「
星
座
の
話
」
。

來
尋
者
は
市
内
の
小
羊
敢
師
を
圭
ご
こ
て
総
計
六
十
八
名
。
　
頗
ろ
熱
心
に
聴
講

ぜ
ら
れ
ま
む
索
。


